
第六期長期計画・調整計画と策定の流れについて 

 

１ 武蔵野市長期計画・調整計画との関係について 

 長期計画は、武蔵野市長期計画条例に基づき、市の目指すべき将来像を明らかにする

とともに、総合的かつ計画的な市政運営を推進するために定める最も重要な計画として

位置付けられ、市の政策は原則として長期計画に基づき実施される。 

 『子どもプラン武蔵野』は武蔵野市長期計画の分野別アクションプラン（実行計画）

として策定するものであり、長期計画との整合を図りながら策定する必要がある。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 第六次子どもプラン武蔵野策定の流れ 

 『第六次子どもプラン武蔵野』は子ども施策を効果的かつ戦略的、総合的に推進する

ため、庁内の横断的組織として設置した「子ども施策推進本部」において策定を進める。 

 策定を進める上で、市民ニーズの把握のためアンケート調査やワークショップ等を行

うとともに、子どもプラン推進地域協議会に情報を共有し、意見を随時伺う。 

 また、子どもプラン武蔵野の各事業の実施状況については、子どもプラン推進地域協

議会に報告することで点検・評価を行い、改善等の必要な措置を講じる。 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

令 和 ５ 年 1 1 月 2 7 日 
第２回子どもプラン推進地域協議会 

【長期計画】 

・長期的・総合的な視点から政策資源の 

制約・バランスに配慮 

・個別分野を超えた課題・基本政策の設定 

・個別分野間の調整・優先順位付け 

・政策全体を体系化 

【個別計画】 

・個別計画で課題抽出・方向性議論 

⇒長期計画でオーソライズ 

・長期計画で方向付け⇒個別計画で具体化 

（参考）武蔵野市長期計画と個別計画の関係 

（参考）『第六次子どもプラン武蔵野』策定

の流れ 


